
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動記録】 

～目標に向かって～ 

  

7 月 22 日、ナパ バーレーから車

を飛ばしサンフランシスコ市の中心

ユニオン スクェアの東方近くにある

常宿Ｈｏｔｅｌ ＴＡＪ Ｃａｍｔｏｎ Ｐｌａｃｅ

にチェクインした。 

 ポーターが運んできたスーツケー

スはそのままにして、部屋を飛び出

し通りに出た。 

 ホテル マリオットを見つけ、4 階の

パシフィック ルームを下見した。翌

日の 2 時に、JILANN CHEN 女史と

面談を予定しているからだ。 

 ホテルのコンシェルジュに 23 日か

ら5日間にわたり開催される「ＬＡＧＧ

ロック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017」の会場について尋ねると、1ブ 

ロック西側にあるモスカン コンベン

ション センターであることが分かっ

た。一応、表に出て確かめると、

「IAGG2017 WELCOME」の看板の

ある大きな建物が目に入った。 

  

その後、ホテルに戻り、今回の学

会参加をアレンジしてくれたアメリカ

老年学会・国際部の JILANN CHEN

女史への提案書、お土産などをチェ

ックした。 

 提案書は、張倹先生、山口博美准

教授、田邊の３人で作成したものだ。

それに、篠原教授の TV 出演 DVD

を 50部を添えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【LAGGへのアピール】 

～健康マージャンを猛烈アピール～ 

 

 7 月 23 日、約束の 10 分前に部屋

を訪れると、JILANN CHEN 女史は

優しく笑顔で迎えてくれた。そして、

チェスのＳＩＬＡＳ ＥＳＢＥＮ ＬＵＮＤ

夫妻を紹介して下さり、ともにこれか

らの活動について意見交換した。 

 今回の大会は、Gerontology ＆ 

Ｇeriatrics(老年学と老年医学)の観

点から、6 千人を超える世界中の学

者や関係者が一堂に会し、人間の

老化現象について医学的、生物学

的、社科学的、心理学的など、多角

的視点から考察を行う世界会議であ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。それぞれの項目ごとに 5日間に 

わたり、セッションが行われる仕組み

が採用されている。 

 私は、このような項目の一つに、ウ

エルネス マージャンが高齢化に対

して大きな貢献や寄与を果たしてい

ることを踏まえ、新たな視点で取り上

げていただくよう強く要請した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「世界老年学会」との連携を目指して 
報告者  田邊恵三 (会長) 

サンフランシスコ IAGG2017世界会議 報告 

2017 年 7 月 23 日、「世界老年学会」がサンフ
ランシスコで開催された。その前日、田邊会長
はアメリカに向けて飛び立った。 
 

モスコンセンター西館 コンベンシ
ョンホール 会場ビル 

 

 

ジリアン チエン女史(アメリカ老年
学会国際部主任)と懇談 

シラス エスベン ランド氏(チェス国
際マスター)らと会談。ウエルネスマ
ージャンについて説明、資料 50 部
他を手渡した。 



 

 
 
 
「IAGG2017 世界会議」の盛大な開催を心から

祝福します。 
 私は、一般社団法人日本健康麻将協会会長の
田邊恵三と申します。 
 皆様には会議中でご多忙の中、私達団体活動
の中から該当資料(DVD)並びに、中国・張倹先生
の資料をお受け取り頂き、心から感謝いたします。 
 
 さて、現在日本人の「平均寿命」は 83 歳、「健康
寿命」は 76 歳で、共に世界一の高齢社会国家と
なり、毎年記録(政府機関発表)を更新しておりま
す。 
 
 日本に限らず先進国において、人類は近年医
療そして衣食住に関わる飛躍的なイノベーション
や社会制度の向上によって、これまで経験したこと
のない高齢社会を実現しました。 
 しかし本来、この恩恵を享受すべき人類が、一方
では、急速に高齢社会になったことによる年金や
医療費そして介護などの、マイナス面の課題に直
面し、新たな課題対策への取り組みが急務となっ
た現実があります。 
 
 その一つが大認知症時代への対応です。 
 
 健康でいきいきとした生活の「健康寿命(健康上
の問題で日常生活が制限されることなく生活でき
る期間)」と、「平均寿命」の差(女性 12.68,男性 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
9.13・・・・政府機関発表)を、どのようにして短縮で 
きるか？ 
 「健康寿命延伸対策への取組み」が今、正に喫 
緊の課題となってまいりました 
 そのための医療、介護、看護対策こそ最重要課
題であることを前提として、それとは別の視点で、
私たちは認知症の発症予防として、脳トレーニン
グ「ウエルネス マージャン」の普及活動に取り組
んでまいりました。 
 私たちのこの取り組みについて、ぜひ皆様のご
理解をいただき、ご協力を賜りますよう、切に希望
するしだいであります。 
 
 脳トレーニングについて日本の著名な脳科学者
である篠原菊紀教授(TV出演 DVD参照)は、 
① 日常的に頭を使う 
② 日常的に体を使う、そして 
③ 社会参加 
の三つの要素を挙げています。 
 この三つの要素を「充足且つ継続」させるための
「必要且つ十分な条件」は、「易しく学べ、楽しく、
面白い」といわれるのが、「ウエルネス マージャン」
です。 
 「ウエルネス マージャン」が、日本厚生労働省・
地方自治体が毎年開催する「全国健康福祉祭(愛
称：ねんりんピック)」に正式種目として 2007 年から
採用され、政府は高齢者対策への取り組みをスタ
ートさせました。 
 
 
 
 
 

 
 
 
「健康寿命はウエルネス マージャン普及で決まる!」
と題したシンポジュムを、私たちはマージャンの発
祥地・中国北京で来春、開催することを計画して
おります。 
 参加ご希望の方は、「IAGG2017 世界会議・事務
局」まで、ご連絡を賜りますようお願い申し上げま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田邊会長が提出した要望書(全文)  To the participants of the IAGG2017 World Congress 
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